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機械学習に基づく 翻訳手法の研究

一 翻 訳 機 「工場」 を目指して一
Research on  translation methods based  on  machine leaming

- Striving toward translation apparatus'factory -
従来、  翻訳機は人手で作成する も のであ り 、  改良や異分野への適用が困難でし

た。  その打開策として機械学習の活用が注目されています。本稿ではD3 と ぃ う

単純でかつ高性能な手法をこ紹介します。  D3は手本となる対訳を大量に丸暗記

し 、意味を考慮した単語列編集距離を使つて類似対訳を検索し 、入力と類似対

訳とのズレを対訳辞書を使つて調整します。

We  introduce D', a translator that can be  bullt without human experts . D3
memorlzes a vast number of modeltranslatlon pairs.lt retrleves the most slmllar

pair by using an edit-distance. Then,lt adjusts the retrieved pair by consulting a
bilingualdictionary . D3 enables us to rapidly improve translatlon quality or to

swiftly adapt to a different domain .

1 .  はじめに

A T Rは翻訳機 「工場」 を作ろ う と考えています 。
ま ず 、 翻 訳 機 の 現 状 を 振 り 返 つ て み ま し ょ う 。

翻訳機は 、パ ソ コ ン用のプ ロ グ ラ ムやW E B 上のサ

一ビ ス と ぃ う 形 で広 く 使われてい ます 。  こ れ ら は

大きな辞書を備えた一般性を重視した構成を と っ

て い て 、 幅 広い文章 を細訳で き ま す が 、 反面 、 そ

の細訳品質はそれなりです ' ' '。 一方で、  世の中は、
( 1 )  ょ り高品質な翻訳を、  ( 2 ) 別の分野や言語ぺ

アの翻訳を、  さ ら に 、  ( 3 ) 従来の翻訳機の対象外

であった話し言葉の翻訳をも求めています。

翻訳機の作 り方に視点を移 し ま し ょ う 。 従来の

翻訳機は、  辞書や文法や翻訳規則などの大規模な

細訳知識か ら 構成 さ れ る 複雑 な シ ス テ ム で し た 。

この細訳知識の作成 ・ 維持は高度な作業であ り 、

翻訳対象の両言語に堪能な熱練した専門家以外に

は出できませんでした 。  細訳機の作成は言わば職

人芸で 、多 くの専門家と年単位の時間と莫大な費

用を必要としました。

ですか ら 、 上記の  ( 1 )  か ら  ( 3 )  の要請に応え

る に は 、  まず、  翻訳機の新たな作成方法を編み出

さ な く て は な り ま せん 。 それは時間 も費用 も かか

らない効率的な方法でなければな り ません 。  言 い

換 え れ ば 、 で き る だ け 人 の 関 与 を な く し て 、 機 械

化する。言わば、 「翻訳機を生産する工場」 を作 る
必要があります。

2, コーパスペー ス翻訳

「-細訳機を生産する工場」、 そんな も のがで き る
の で し ょ う か ?  こ こで発想の転換のために 、  19

世 紀 の ド イ ッ 人 ハ イ ン リ ッ ヒ ・ シ ュ リ ーマン l2lにっ

い て 見 て み ま し ょ う 。 彼 は ト ロ イ の 遺 跡 の 発 掘 だ

け で な く 、 語 学 の 達 人 と し て も 有 名 で し た 。 彼 の

音声言語コ ミ ュニケーション研究所
第三研究室

隅田英一郎

勉強方法は普通の方法と著しく違つています。  ( A )

彼は文法に一切時間をかけませんでした。  ( B )  彼

は単純に外国語の教科書を丸暗記したのです。  こ

の方法で半年に1言語のハイペー スで 1 0 数カ国語

を流暢に話せる よ う になったそ うです 。

こ こ に ヒ ン ト が あ り ま す 。 普 通 の人間は丸暗記

するl1l 1受もないし、記憶の定着性も高くありません。

し か し 、 丸 暗 記 は パ ソ コ ン の 最 も 得 意 と す る と こ

ろです。

現在、  A T Rを始め世界の研究者が盛んに研究し

ている翻訳機の工場は、  原材料 と し て 手本 と な る

対 訳 ( コーパス と呼びます )  を 使 い 、 製 品 で あ る

翻訳機を生み出します  (図 1 ) 。

図 1  翻訳機を生産する工場

こ の方法を コーパスベー ス翻訳と呼びます。  パ

タ ー ン認識などで成功した機械学習の方法を翻訳

デ一夕に適用するために様々な工夫をしています。

コーパスベー ス細訳には、  用例翻訳と統計細訳と

い う二つの流儀 l31があ り ます 。  A T Rでは 、  この二

つを同時に追求し 、  互いに切磋王家磨しながら研究

を 進 め て い ま す ''-5 , 6 '。 本稿では 、  そ の う ち の D 3

(Dp-match Driven TransDucer) と呼んでいる研究に
ついて詳し く ご説明し ます 。  D3は単純ですが 、高

性能です。

3.  用例翻訳D3

( 1 ) 処 理のあ ら ま し

D'では手本となる対訳を大量に丸暗記し 、  こ れ

本研究は通信 ・ 放送機構の研究委託 「大規模コーパスベー ス音声対言l商一翻訳技術の研究開発」 に よ  り実施したものです
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を直接使つて翻訳します。  類似対訳を検索し、  入

力と類似対訳とのズレを対訳辞書を使つて調整し

ます。

日英翻訳の例を使つて説明しましょ う 。

下 の ( 1 -j ) が 入力文で 、  ( 2-j )  と ( 2-e ) の 対 が
お手本の類似対訳で、最後に ( 1 -e ) が出力文です。

(1 -j )  ぃ:る/が/気/に/入り/ません
( 2-j ) 基差發iン/が/気/に/入り/ません
( 2-e) I do not l ike thedesign.
(1 -e) I do not l ike the co1or1

まず 、対訳の全体か ら 、入力文 ( 1 -j )  に 良 く 似
た 対 訳 ( 2-j )  を検索します。違 うのは網掛け部分
だ け な の で良 く 似 て い ます 。 こ の 検索には 、 意味

を考慮した単語列編集距離を使います。  編集距離

は長 さ の異 な る 列 を比較す る と き に 良 く 使 われ ま

す。 2つの列を一致させるのに必要な編集操作の回

数を数え る も のです 。 数式 1 に従つて 、 単語の挿

入 ( I ) 、削除  ( D ) 、置換の各操作の合計回数を入

力文と対訳の  (入力言語側)  の長さの和で正規化

します。  置換の操作に関 し ては置換 され る 2 単語

の意味的な距離 (sEMD I ST )  を考慮します。単語
の意味的な距離はシソ ー ラ ス  ( 単語を意味的な階

層関係で整理した辞書 )  を使い計算します 。同じ

意味の単語間の距離は 0 で 、  意 味 が 似 て い な ぃ 単

語間の距離は大きくなります。

数式 1

I+D+ 2◆SEm? 「
L1npu, 十Le.a,p/e

検索された類似対訳の出力側  ( 2-e )  について 、
網掛け部分の単語 「design」 を、対訳辞書を参照し
て 、  「い ろ」 の対訳 「co1or」 に置 き換えて 、  (1-e)
が得られます。

(2) 性能

この簡単な手法が、  どの程度の性能が出せるか、

その性能で役に立つのか等を調べるために、  ATR

で作成した 2 0万件の大規模な日英対訳デ一夕を用

いて実験をしました。

翻訳速度は充分高速で、  一文当たりの処理時間

と しては平均 0.0 4秒でした。

翻訳品質も高く 、 T〇 E I C ス コア 7 5 0点の日本人

と同等の翻訳能力を達成しました  (音声翻訳能力

を測 る ために A T R が提案 し た評価手法を用いて 、

D3のT〇EIc スコアを求めました。評価手法の詳細
は文献'71を ご 覧 く だ さ ぃ ) 。  この 7 5 0 点は 、海外部
門のビジネスマンの平均点に相当する と言われて

います lS '。 この意味では実用的なレベルに達してい
る と 言 え る で し ょ う 。

4.  お わ り に

本稿では、  細訳機の新しぃ作成方法をご紹介し

ました。基本的には、大量の翻訳デ一夕を記憶し、

これに基づいて翻訳する手法です。

これは 、  1 9 9 7年に、 コンピュー タ がチ ェ ス の世

界 チ ャ ン ピ オ ン の カ ス パ ロ フ を 破 つ た こ と を 思 い

出させます '9'。 規則を重視した人工知能のそれまで
の手法が果たせなかった夢を、  過去の対局を記憶

して 、  その検索に基づいて、  次の一手を決めてい

く と ぃ う 記 憶 に 基 づ く 手 法 が 実 現 し た と い う こ と

は、  人工知能研究史に残る大事件でした。  細訳技

術におい て も 同様の こ と が 起 こ り っ つ あ る わ け で

す。

こ こ で ご紹介した方法がすべての面において優

れてい るわけではあ り ま せん 。  他の方法がある面

で は 勝 つ て い る こ と も 分 か っ て い ま す 。  A T R は 、

複数の翻訳機を同時に動かし得られた訳文集合か

ら 、  訳質自動評価法を用いて最良のものを選択す

る方法を検討し、有効性を確認しっつあります ' '°, '' '。
新たな課題もあ り 、前途洋々とはいきませんが 、

コ ーパスべー ス-翻訳が翻訳技術の壁に突破口を開

い た よ う で す 。 遠 か ら ず 、  『custom -ma d eの翻訳機
の注文を受けてA T R工場の営業が始められるので

は』 と 隅田 @ ノ ウ テ ン キは考え始めた と こ ろ です 。
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夢の超高速無線通信インフラス ト ラ ク チ ャ

一光ファイバで電波を集配信するシステム構想

Ultra-high speed wireless communicationslnfrastracture
- System concept to collect&deliver radio wave via optical fiber
多数のユーザ が 使 え る 超 高 速 無 線 通 信 シ ス テ ム を 実 現 す る た め 、  周波数が

60CIH z近傍の飛ばないミ リ波とそれを飛ばすためのファイバ無線技術を用いた

システム構想を紹介する。  さらに実現の鍵となる低コスト化技術についても角空れ

る o

A system concept of ultra-hlgh speed wlreless communication using milllmeter-
wave at around60GHz and radio on flber technologies are introduced . Cost

reduction techniques also are expla ined,which w i l l b e  the key for the wide

dep1oyment of the system .

1 .  は じめに

かって免許を持つ者だけが認可を受けた装置で

のみ可能であ っ た無線通信が 、  携帯電話や無線

L A N と し て 急速に一般ユーザ に も 使 わ れ る よ う に

な り ま し た 。 こ れは 、 地球の英側や字商の破方を

狙 う の では な く 、 「セル」 と ぃ う 限定 さ れ た範囲で
のみ電波を使 う技術が急速に発展してい るためで

す。 本 稿 で は セ ル ラ ー シ ス テ ム の 夢 と さ れ た  「い
つで も 、  ど こ で も 、 誰 と で も」 に 「何 で も」 を加
え、 超高速で通信する多数のユーザ を 収容 で き る

シ ス テ ム容量 を持ち 、 サー ビ スエ リ ア を広域に展

開 し て も現実的な価格でビジネ スが成立す る よ う

な無線通信技術にっいて考えてみたいと思います。

2 .超高速無線通信に必要な技術

「何で も 」 伝送するためには広い周波数帯域が
必要 と な る た め 、  空間を限定するセル方式で対処

します。 各ユーザは広帯域な無線チャネルを占有
で き るので超高速通信が可能 と な り 、  同一の周波

数を空間的に繰 り返 し て使 う こ と で多数のューザ
を収容できます。  干渉を及ぼす範囲が空間的に限

定 さ れ て いれば法律で規制す る必要 も な く 、 誰 で

も利用できます 。つま り  「飛ばない電波」 を 使 う
と い う こ と で す 。 一 般的には出力 を下げ る の です

が、周波数が 6 0 G H z近辺の ミ リ波 と呼ばれる電波

は大気中の酸素分子の吸収によ  り指数関数的に減

衰す る た め 、  距離の 2乗に反比例する通常の電波

と比較して急速に減衰し、  「飛ばない」 用途に適し
て い ま す 。  最近電波法が改正され 、  5 9 G H z か ら

66GHzの7GH zもの帯域にわたって免許不要な使用

法が設定され ' ' '、 広帯域で飛ばない電波を一般ユー
ザが気軽に使える よ う にな り ま した 。

「い つ で も 、  ど こ で も 」 の広域サー ビスを実現
す る には 、 「飛ばない電波を飛ばす? 」必要があり
ます 。 空間を飛ばす とせ っか く の利点が無 く な っ

適応コ ミ ュニケーション研究所
第三研究室

稲垣惠三、田中智子、胡 薇薇

て し ま う た め 、  超低損失  ( 0 .2 d B / km )  ・ 広帯域

(- 10THz) な光フ ァ イバに閉 じ込めて伝送する方
法 が 研 究 さ れ て お り 、  フ ァ イ バ 無 線  ( R a d i o  o n

Fiber、R〇F) と呼ばれています。  最後は、  ビジネス

を成立 させ る ための低 コ ス ト 化技術ですが 、幹線

系 で は な く 、  各ユーザに直接ア ク セ スす る た めの

技術では非常に重要になってきます。

3. ファイバ無線を用いたシステム構想

図 1 に 超 高 速 無 線 通 信 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ と

し て フ ァ イ バ 無線技術 を利用 し た移動体通信シ ス

テムの構想を示します 。制御局 /無線基地局 /ユ

ーザ端末の 3 階層で構成 され 、 制御局 と それに属

す る 無線基地局は フ ァ イ バ 無線 リ ン ク で 、 無 線基

地局とそのェ リ ァ 内のユーザ端末は 6 0 G H z の ミ リ

波 リ ン ク で 接続 さ れ ま す 。  ユーザ端末は60GH z近

傍の数GH z もの帯域を占有して無線基地局とギガ

ビ ッ ト 級 の 超 高 速 通 信 が 行 え ま す 。  し か も 、

6 0 G H zの電波は前述のように飛ばなぃため、  100m

程度離れる と同じ周波数が再利用できます 。街中

に多数配置される無線基地局は、  ミ リ 波 信 号 と 光

信号の相互変換のみを行 う簡単な装置と して 、  低

コ ス ト 化 を 図 り ま す 。 光 信 号 に 変 換 さ れ た ミ リ 波

信号は速方にあ る制御局まで光フ ァ イバ中を伝送

さ れ る た め 、  他の無線基地局やューザ端末 との干
渉はあ り ません 。制御局では 、ユーザ端末からの

ミ リ渡信号を多数の無線基地局を介して集約して

ベー ス バ ン ド 信号に変換 し 、 端末の移動に と も な

う ハ ン ド オ ーバ や バ ッ ク ボー ン ・ ネ ッ ト ヮ ー ク と

の接続などの複雑な処理を担当します。

以上がファ イバ無線技術を利用した超高速無線

通 信 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ の 基 本 構 成 で す が 、 実

用化には低コス ト化が重要にな り ます 。  次章では

最近私たちが提案している方式をご紹介します '2'。

本研究は通信 - 放送機構の研究委託 「自律分散型無線ネッ  ト ワー クの研究開発」 に よ  り実施したものです
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4 .  低コス ト化技術

まず、制御局と多数の無線基地局との接続を一

本 の 光 フ ァ イ バ に 多 重 化 す る こ と で フ ァ イ バ 本 数

を削減すると共に光增幅器を共用できます。  こ こ

で は 、 光 フ ァ イ バ 通 信 で 開 発 さ れ た 低 コ ス ト で 光

波 長 ネ ッ ト ヮ ー ク を 構 成 で き る 光 ア ッ ド ド ロ ッ プ

リ ン グ構成を採用しています 。制御局ではすべて

の無線基地局へのデ一 夕を波長分割多重し、  各無
線基地局では簡単な部品で特定波長の光だけを挿

抜 で き る 光 ア ッ ド ド ロ ッ プ 多 重 化 フ イ ル 夕

(〇ADM)  で必要な無線信号のみを送受信します。

つま り 、 制御局ではデ一夕を載せ る光の波長に よ

って送受信する無線基地局を指定でき る こ と にな

ります。

次に光検出器 ( P D ) が 光電力に応答する 、すな

わち光波電界を 2乗検波する特性を利用して 、  ベ

ー ス バ ン ド と ミ リ 波 間 の 周渡数 の ア ッ プ / ダ ウ ン コ

ンバー ジ ョ ン も 同 時 に 行 わ せ る フ ォ ト ニ ツ ク ミ キ シ

ン グ技術に よ り ミ リ 波 ミ キ サ を削減 し ま す 。 こ れ は

ち ょ う ど ミ リ 波 周 波 数 だ け 異 な る 周 波 数 で 発 振 し

て い る 2 光 波 を ミ リ 波 ロー カル光信号として用いる

と 、 ア ッ プ コ ン ノ 、、ー ジョンの場合はべー ス ノ 、、1 ン ド 信

号で変調す る だ け で P D か ら ミ リ 波 が 、  ダ ウ ン コ ン

バ ー ジ ョ ン の場合は ミ リ 波信号で変調すれば P D か

らベースバンド信号が取り出せるよ うにな ります ''・ 4'。
上記 2 つ の低 コ ス ト 化法 を実現す る には 、  波長

分割多重に対応した特定の波長を持つ多数のミ リ

波 ロー カル光源が必要とな り 、通常の方法では大

きな困英能がともないます。 A T R では N Ec光 ・ 無線
デバイス研究所と共同で半導体モー ド ロ ッ ク レー

ザ ( M L L D )  に よ り ミ リ 波 周 波 数 だ け 異 な る 周 波

数で発振する多数の光波を一括して生成し、  波長

多 重 分 離 フ イ ル 夕  ( MUX/DEMUX )  に よ っ て 2 光

波ずっに 分 離 し た 後 、 安 価 な フ ァ ブ リ ぺ ロ ー レー
ザ ( F P -L D )  に 注入同期 を か け る と ぃ う 構 成 で 実

現で き る こ と を 確認 し ま し た l、1。 こ こ で 、  ML LDは

多 波 長 の ミ リ 波 ロ ー カル光源として 、 F P - L Dは波

長分離後の弱い 2光波のみの選択的な増幅器と  し

て 、  ま た フ ォ ト ニ ツ ク ア ッ プ コ ン バー ジ ョ ン の た

めのベー ス バ ン ド 変 調 器 と し て 機 能 し て い ま す 。

本構成では波長多重数だけ必要なのは安価なF P -
L Dのみとな り 、一層の低コス ト化が期待できます。

以上、  フ ァ イ バ無線シ ス テ ムの光伝送お よび制

御局部分の低コス ト化にっいてご紹介し ま し たが 、

無線基地局の低コスト化にっいては C R L お よび大

阪大学で研究されており同、 システム全体の低コス

ト化にっいて共同で研究を始めています。

5. ま と め

超高速無線通信 とい う 夢 を実現す るには 、周波

数的には広い帯域を占有するため 、  空間的に広い

エ リ ァ を 占 有 し な い た め の 「飛ばない電波」 を上
手に使う技術が必須となります。 「飛ばない電波を

飛 ば し た い」 と い う 矛 盾 し た 要 求 に応 え ら れ る の
が 、 無線信号 を光 フ ァ イ バ に閉 じ 込 め て伝送す る

フ ァ イ バ無線技術で あ り 、 本 稿ではそれ を応用 し

た 超 高 速 無 線 通 信 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ 構 想 の一

例 と 実現 の鍵 と な る 低 コ ス ト 化 技術 にっい て ご 紹

介 し ま し た 。 有 線 系 ネ ッ ト ヮ ー クの著しぃ高速化

に 無 線 系 ネ ッ ト ワ ー ク が 取 り 残 さ れ な い よ う に 、

一層の研究開発の進展が期待されます。
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私違 は 、  人間も合めて 、  様々な物か ら構成 され る ネ ッ  ト ワー クの中で基ら  して

います 。最近 、  多 く の 科 学 者 が ネ ッ ト ワー クの形の研究をしてぃます。  こ こ で

は、  この最近の発展を概説します。  そ し て 、  ネ ッ ト ワー クの形が富の分布に与

える影響についての、  我々の研究を紹介します。

We areliving in networks constructed by many klnd of things including human

being.Recently many sclentlsts have been studylng the networktopology.Here

we review recent development of those studles , and introduce our study on the

e行ect of network topo1ogy to the wealth distrlbution .

ネ ッ  ト ワークの形の研究が開く未来

The future opened by the study of network topology

1 .  はじめに

私 達 は 、 様 々 な ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で 暮 ら し て い

ますが 、  そ の ネ ッ ト ワ ー ク の形は 、  ノ ー ド (点 )

をェ ッ ジ  (辺)  でっ な げ る こ と に よ っ て 、 描 く こ

と が で き ま す 。 例 えば 、 友達 ネ ッ ト ワ ー クの場合、

ノ ー ドに対応するのが人で、  エ ツ ジ に対応す る の

が友人関係です。  また 、情報通信の場合、  ノ ー ド

に対応するのがルー タ や コ ン ピ ュー タ な ど で 、  エ

ッジに対応するのが各種のケーブルです。

最 近 の ネ ッ ト ワ ー ク研究では、  ネ ッ ト ワ ー ク の

形を特徴づけるために、  三つの量を用いています。

そ の う ち の一つは 、平均経路長 と呼ばれ 、  あ る ノ

一 ド か ら そ れ以外の ノ ー ド に行 くのに要するェ ッ
ジ数の平均を表します。  も う一つは 、  ク ラ ス 夕 一

係数と呼ばれ、  あ る ノ ー ド と っ な が っ て い る ノ ー

ド ど う し も ま たっながってい る  (三角形を形成し

て い る ) 確 率 を表 し ま す 。 そ し て 、 最後の一つは、

次数分布と呼ばれ、  ノ ー ドが持つエ ツ ジ 数 ( 次 数 )

の分布を表します。

2.  ネ ッ  ト ワー ク研究の始まり

ネ ッ ト ヮ ー クの研究において最初に考えられた

のは、  レ ギ ュ ラ ー ネ ッ ト ヮー クです。  こ れは 、図 1

の よ う に 、 等 し ぃ 数 の ェ ッ ジ を 持 つ た ノ ー ド を 、

規則正し く 列べ る こ と に よ っ て構成 され ます 。  こ

の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 平 均 経 路 長 が 長 く ク ラ ス タ ー

係数が大きぃ、  と ぃ う特徴を持つています。

1 9 5 9年にE r d o s と Ren y i は 、 図 2 の よ う な ネ ッ ト

ワ ー ク を 考 え ま し た 。  こ れ は 、  全 く ラ ン ダ ム に 、

ノ ー ド を ェ ッ ジ でっ な ぐ こ と に よ っ て 構 成 さ れ ま

す 。 つ ま り 、  ノ ー ド ど う し を っな ぐ か ど う か を 、

サ イ コ ロ を振つて決めるのです 。  こ れは 、  ラ ン ダ

ム ネ ッ ト ワ ー ク と 呼 ば れ 、 平 均 経 路 長 が 短 く ク ラ

スタ一係数が小さい、  とい う特徴を持つています 。

世間は狭い、  誰 も が 一 度 は そ う 感 じ た こ と が あ

る の で は な い で し ょ う か 。 で は 、  ど れ く ら い 狭 い

人間情報科学研究所

第四研究室

相馬 亘

の で し ょ う 。  この疑間に対して、  社会心理学者の

Mi l g r amは、 1 9 6 7年に次のような実験をしました。

彼は、  ラ ン ダ ムに選び出 されたオハマの住人 1 6 0

人に対して、 「フ ァ ー ス ト ネー ムで呼び合う  (親し
い )  人に手紙 を出す こ と に よ っ て 、 最 終的に ボ ス

トンの株式仲買人に手紙を届けて欲しぃ 」  と い う

文面の手紙を出しました 。そして 、  そ の う ち の 4 2

通が実際に届けられ 、  平均して約 6人の手を介し

て手紙が運ばれた こ と を明 らかに し ま し た 。つ ま

り 、  ア メ リ カ 合 州国の人々が形成 し て い る 友達 ネ

ッ ト ヮー ク の平均経路長は 、 6 と い う 非常に小 さい

値 で あ り 、  ラ ン ダ ム ネ ッ ト ワ ー ク の よ う な 特 徴 を

持 つ て い る と い う こ と で す 。

3.  ネ ッ  ト ワー ク研究の新展開

私達は日頃から、  自分の友達 ど う し も ま た 友達

で あ る 確率が高い こ と  ( ク ラ ス タ 一係数が大 き ぃ

こ と )  を知つています 。  ま た 、 友 達 ネ ッ ト ワー ク

に 限 ら ず 、 現 実 の ネ ッ ト ワー ク では 、  ク ラ ス 夕 一

係数が大きぃことを月儿で感じています。  1 9 9 8年に

W a t t s と S t r o g a t zは 、映画俳優ネットワ ー ク 、 電 力

網 、線虫のニュ ー ラ ル ネ ッ ト ワー ク に 対 し て 、 平

均経路長とク ラス タ一係数の両方を測定しました 。

そ し て 、  こ れ ら の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 平 均経路長が

短 い と ぃ う ラ ン ダ ム ネ ッ ト ワー ク の特徴 と 、  ク ラ

ス タ 一 係数が大 き ぃ と ぃ う レ ギ ュ ラ ー ネ ッ ト ワ ー

クの特徴の 、双方を合わせ持つこ とを発見しま し

た。  現在では 、  こ れ ら二つの性質を持つ ものを 、

スモー ルワー ル ド ネ ッ ト ワー ク と 呼 ぶ よ う に な っ

ています 。  ま た 、 彼 ら は 、  こ の よ う な ネ ッ ト ワ ー

ク は 、  図 3 の よ う に 、  レ ギ ュ ラ ー ネ ッ ト ヮ ー ク の

エ ツ ジ を 、 適 当 な 確 率 でっな ぎ 変 え る こ と に よ っ

て構成でき る こ と を示 し ま した 。

Wa t t s と S t r o g a t zの論文が発表されたのと同じ年

に 、  Barabas i と A l b e r tは、  ノ ー ト ルダム大学内の

w w w で は 、  各 ド キ ュ メ ン ト の 次 数  ( サ イ ト 数 )

本研究は通信 ・ 放送機構の研究委託 「人間 コ ミ ュ ニ ケー ションの研究開発」  によ り実施した ものです
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図 1  レギュ ラーネ ッ  ト ワー ク 図 2  ラ ン ダ ム ネ ッ ト ワー ク 図 3  スモールワール ド ネ ッ ト ワー ク

分布が、  幕 分 布 に し た が っ て い る こ と を 明 ら か に

し、  そ の よ う な ネ ッ ト ワー ク を 、  スケ ー ル フ リ ー

ネ ッ ト ワ ー ク と 名 付 け ま し た 。 そ し て 、 彼 ら は 、

ネ ッ ト ヮ ー クの成長過程に着目し 、  ノ ー ド数が時

間 と 共 に 增 え る 要 素 と 、 新 た な ノ ー ドは多 くのエ

ッ ジ を 持 つ ノ ー ドにっなが り やす ぃ 、  と い う 二 つ
の要素があれば、  ス ケ ー ル フ リ ー ネ ッ ト ワー ク が

構 成 で き る こ と を 示 し ま し た 。 つ ま り 、 多 く の エ

ッ ジ を 持 つ ノ ー ドが出現する原因は、  そ の ノ ー ド

が持つエ ツジ数の多さにある と ぃ う ゎ けです 。

1 9 9 8年に発表されたこれらの論文に刺激されて、

多 く の ネ ッ ト ワー ク に対 して実証的研究がな され

て い ます 。 そ れ ら は情報通信の分野か ら 、  生物、

言語の分野に至るまで広範囲に及びます。  そして 、

それ ら の研究のすべてが 、 現実のネ ッ ト ヮ ー ク が

スモー ルワ ー ル ド ネ ッ ト ヮ ー ク で あ る こ と を 示 し

て い ま す 。 つ ま り 、 多 く の 研 究 で 好 ん で 用 い ら れ

て き た レ ギ ュ ラ ー ネ ッ ト ワ ー ク や ラ ン ダ ム ネ ッ ト

ワ ー ク は 、  人間が故意に作つた物では な い限 り 、

現 実 に は 存 在 し な い と ぃ う こ と で す 。  ま た 、 多 く

の ネ ッ ト ヮ ー ク が 、  スケ ー ル フ リ ー ネ ッ ト ワ ー ク

の側面を合わせ持つこと も明らかにされています。

4. 富の分布一ネ ッ  ト ワー ク 上のダ イ ナ ミ ク スー

我々は、  今 ま で 述 べ て き た よ う な 、 現 実 の ネ ッ

ト ヮ ー クの特徴が、  人々の富の分布に与える影響

を研究しています。  これは、  スモー ルワー ル ド ネ

ッ ト ワー ク や ス ケー ル フ リ ー ネ ッ ト ワー ク の概念

を 、  世界で初めて経済学に導入した研究です。  経

済は 、  人 間 が 行 う コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の一つであ

り 、  ど の よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う か は 、

その人が持つ富に依存しています。

富 は 少 な く と も 、  二つの性質を持つています。
その一つ は 、 土 地 や 株 の よ う に 、 持 つ て い る だ け

で価値が増加  (減少)  す る こ と で す 。 そ し て も う

一つは、 人々の間で取引されることです。

我々は、 こ れ ら の 性 質 を ネ ッ ト ヮ ー ク上で再現

し ま し た 。  そ し て 、  図 1 の よ う な レ ギ ュ ラ ー ネ ッ

ト ワ ー ク で は 、  人々が多くの人々と協調的に取引

する場合 、  富が平等に配分 され る社会が実現 され

る こ と 明 ら か に し ま し た 。 そ し て 、 取 引 す る 人 の

数 を減 ら す につれ て 、  貧乏人は貧乏人と取引し、

金持ちは金持ち と取引す る と い う 、  ある種の階層

社会が出現 し 、 貧富の差が拡大 し て い く こ と を 明

ら か に し ま し た 。  しかし、  た と え そ の よ う な 社 会

で あ っ て も 、  図 3 の よ う に 、 エ ツ ジ を っなぎ変え

て ス モー ル ワー ル ド ネ ッ ト ワー ク に す る こ と に よ

っ て 、 貧乏人が金持ち と取引す るチ ャ ン スが生 ま

れ、  こ の こ と に よ っ て 社 会階層は崩壊 し 、 平 等 な

社会へと 移 つ て い く こ と を 明 ら か に し ま し た 。
また 、  ス ケー ル フ リ ー ネ ッ ト ヮ ー ク で は 、 取 引

す る人数への依存性は、  スモー ルワー ル ド ネ ッ ト
ワ ー ク の場合ほ ど強 く は あ り ま せんが 、 多 く の ェ

ッ ジ を 持 つ ノ ー ドの破続は、  ネ ッ ト ワ ー ク の 分製

を引き起こしてしま ぃ ます 。

5. お わ り に

本 稿 で 紹 介 し た ネ ッ ト ワ ー クの研究は 、  こ こ 3

年の間で急速に進展しっっあり 、今後の大きな発

見を予感させます 。現在でも 、  ネ ッ ト ワ ー ク の実

証的研究や基礎的研究が盛んに行われていますが、

今までに得 られた知識を 、  積極的に応用する研究

も 增 え て き て い ま す 。  そ の よ う な も の と し て 、

W W W の デ ザ イ ン 、 情 報 検 索 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト

ワ ー クへの応用が試み られてい ますが 、様々な分
野へ応 用 さ れ て い く こ と は 、 必 然 的 だ と 考 え ら れ
ます。

現 在 ま で に 、 人 と 人 、 物 と 物 、  人 と物のつなが

り を研究する分野では 、各々の要素ど う しの関係

を 、 詳 し く 研究 し て き た と 考 え ら れ ます 。  しかし、

そ の よ う なっ な が り が 集 ま っ て 構 成 さ れ る ネ ッ ト

ワー ク の形が 、  それを構成する要素の行動にどの

よ う な影響を与え るのか 。  また、各々の要素の行

動が、  ネ ッ ト ヮ ー ク の 形 に ど の よ う な 影 響 を 及ぼ

すのか を考 え る こ と に よ っ て 、 私達の未来が見え

て く る の で は な い で し ょ う か 。
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人の振る舞いを視る:非同期多視点観測による動作認識

Human Motion Recognition Using Non -synchronous Multiple
〇bservatlons

人 を 視 る こ と は 、  人 の 振 る 舞 い を 知 り 、  さ ら に は そ の 興 味 ・ 意 図 ・ 体 験 を 理 解 す

る こ と に つ な が り ま す 。 我 々 は 、  コンピュー タ に 眼  (視覚 )  を 持 た せ る こ と で 、

人 (ユ ー ザ )  の行動 を よ り 深 く 理解で き る シ ス テ ム を 構築す る こ と を 目指 し て研

究を進めてぃます 。  ここでは、視覚を持つ多数のコ ンビュ ー タが協調して効率よ

く人の動作を検出する手法について紹介します。

Looklng at a personleads to knowing hls/her behavior and understandlng their

interest,lntent1on and experience. We are investigatlng a computer vlsion algorlthm

that enables computer systems to understand human behav1or.1n thls artlcle, w e

introduce a human motion detection method based on co1laboratively working

multlple vlsion systems .

1 .  はじめに

我々は 、人間の動作を画像処理によ り非接触で

検出する手法について検討しています 。  非接角i1の

動作検出は、 体験 を 伝 え る 次 世代 メ デ ィ ア ' ' 'の入力
手段 と し て利用で き る ほ か 、 装置着脱の煩雑 さ が

な い た め 計 算 機 と の イ ン 夕 フ ェ ー ス と し て も 有 効

です。

本稿では、  非同期多視点観測を利用した複数の

カ メ ラ に よ る 人 物 追 跡 シ ス テ ム l2lにっいて述べま

す。 我々のシ ス テ ム では カ メ ラ が 自分のぺー スで

観 測 す る こ と を 可 能 に し て い ま す 。 そ の た め 、 例

えば各観測の処理時間にばらっきがあった場合に

も 、 全 体 の処理が滞 る よ う な 事 態 を 避 け る こ と が

できます 。  また 、視点間の同期を行 うための手段

が不要になるためシステム構成が簡素化できます。

こ れ ら の 特 徴 に よ り 、  システムを拡張 ・ 大規模化

す る こ と が 容易に な り ま す 。 本 シ ス テ ム を 大規模

化 す る こ と で 、  多数の人の振る舞いを一度に提え

た り 、 広 範 囲 を 移 動 す る 人 を 追 跡 し た り す る こ と

が可能になります。

次節以降では、  非同期多視点観測を利用した人

物追跡シ ス テ ムの概要 と同シ ス テ ム を使つた人物

追跡 ・ 動作認識の例を示します。

2.  人物追跡システム

人物追跡システムの構成を図 1に示します 。  こ

の よ う に 、 本 シ ス テ ムは独立 し た複数の処理 ノ ー

ド (計算機) からなる分散システムです。

処理ノ ー ドには、  カ メ ラ ご と の 入 力 画像 を 処 理

する多数の観測ノ ー ド 、 各 観 測 ノ ー ドか らの情報

に基づき新たに追跡エ リア内に現れた人の検出を

行 う 発 見 ノ ー ド 、 観 測 ノ ー ド に指示を出 し なが ら

メディア情報科学研究所

第三研究室

内海 章、鉄谷信二

/
/

// / ' _前 ノ ー ド
/

アプリケニション

図 1  システム構成

個々の人物の追跡を行 う追跡 ノ ー ド の 3 種類があ

ります。

各観測ノ ー ド で は カ メ ラ で 撮 影 さ れ た 画 像 を 解

析 し 、  解析の結果得られる特徴量  (画像上の人の

位置や服の色など )  を追跡モデル と対応づけ 、観

測時刻の情報 と と も に 追跡 ノ ー ド に 送 り ま す 。 追

跡 ノ ー ド で は 、 観 測 ノ ー ド か ら 送 ら れ る 観測情報

を時系列で統合します 。追跡エ リ ァ内に新たに現

れた人にっいての特徴量は観測ノ ー ド か ら 発見 ノ

一 ド に送 ら れ ます 。 発見 ノ ー ド で は 送 ら れ て き た

情報を も と に 、 新たに現れた人の初期位置等を計

算 し 、 追 跡 ノ ー ドに送信します。追 跡 ノ ー ドでは
新規人物の追跡モデルが生成されます。

こ れ ら の処理において ノ ー ド 間 で や り 取 り さ れ

るのは画像特徴や観測時刻等の少量の情報のみで

あ り 、 通 常 の 計 算 機 ネ ッ ト ワー ク を 介 し て 通信が

行われます。  カ メ ラ間の同期等のための新たな配

線は必要ありません。

本研究は通信 ・ 放送機構の研究委託 「超高速知能ネッ ト ヮ ー ク 社 会 に 向 け た 新 し ぃ イ ン タ ラ ク シ ョ ン ・ メ デ ィ ア の 研 究

開発」 によ り実施したものです
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図 2  人物追跡結果 ( 例

現在の実装では、  各観測ノ  - ドの平均的な処理
速 度 は 毎 秒 5 ̃ 6 フ レームです。

3 .  人物追跡・動作認識の例

図 2 に本シ ス テ ム を使つた人物追跡の例を示 し

ます。  こ の例では 5 台 の観測 ノ ー ド を 使用 し ま し

た。  図中、  破線は被験者に指示した移動経路を 、

実線は追跡結果をそれぞれ示しています。  追跡誤

差は 1 0 c m以下であ り 、安定した追跡が行われてい

る こ と が わか り ま す 。

図 3 は 追 跡 モ デ ル の 更 新 に 用 い ら れ た 観 測 にっ

い て 、  隣接する観測間の時間差の分布を示してい

ます。 本実験における観測間隔の分布は約50m s付

近にピー ク を持ちます 。前述の通 り各観測ノ ー ド

の処理速度は毎秒 5 ̃ 6 フ レームですが、  独立に動

作する複数の観測ノ ー ド の 情 報 を 統合す る こ と に

よ っ て 、  追跡モデルの更新を密に行えてい る こ と

がわか り ます 。高頻度のモデル更新は、時間軸方

向の変動を捉え ょ う と す る 追跡処理に と っ て有利

です。

0
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0

5

0

3

2

2

1

1

0 50 100 150 200 250 300

観測間隔[ms]

図 3  観測間隔の分布

次に本シ ス テ ム に よ る 動作認識の例を図 4 に示

します。  現在の実装では、  人の位置や速度の情報

以外に、歩行 (W a l k i n g ) 、停止 ( S t a n d i n g ) 、着座

(Sitt ing) の 3状態を検出します。  図 4は各時刻に

おいて検出 された被験者の状態を示 し てい ます 。

検出された状態は人の位置 ・ 速度 と と も に 遂 次表

示されます。今後、  観測モデルの精緻化によって、

より詳細な動作認識を可能にしていく予定です。

4. ま と め

本稿では、  非同期多視点観測を利用した人の動

作認識手法にっいて述べました。  非同期型システ

ム で は 、 視 点 ご と に 独 立 し た 観 測 を す る こ と に よ

っ てシ ス テ ムの実装を簡素化 し 、 処理効率 ・ 追跡

精度 と も に向上す る こ と が で き ま す 。 同期型シ ス

テムに比べ、  システム規模の変化に柔軟に対応可

能です。我々は、  よ り 使 いやす く 安定 し た動作認

識を日指し 、  画素値分布特徴に基づく人物検出処

理や多数のカ メ ラの自動校正法などにっい て も 検
討しています。

今後の展開と して 、本研究を人の興味 ・ 意図 ・

体験を理解で き る シ ス テ ムの開発にっなげていき

たいと考えています。

20 30 40 50 60 70 80 90
STEP

図 4  行動認識結果 ( 例 )
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〇

研究所だより

〇 ェイ ・ テ ィc1 アール音声言語コミュニケーション研究所

c-sT A Rは、  音声翻訳技術の研究促進を目的と し、 ATR  (日本 )、
C M U ( ア メ リ カ ) 、  シ ー メ ン ス  ( ド イ ッ ) 、  力一ルスルーエ大学

( ド イ ッ )  によって 1 9 9 2年に設立された国際コンソーシアムです。

これらの研究機関は第1回青声細訳国際共同実験を1 9 9 3年に実

施しました 。新たに E T R I ( 韓国 ) 、 I T C-I R S T ( イ タ リ ア ) 、 C L I I P S
( フ ラ ン ス )  も加わり、 1 9 9 9年には第2回音声細訳国際共同実験が

実施されました 。  この模擬実験では、  ホテルの予約に関する会話

が自動的に 「二l本語、  英語、  ド イ ッ語 、  韓国語間で青声翻訳されま

し た 。 2 0 0 0 年には中国科学院 ( 中国 ) が 6 番目のパー ト ナー メ ン

ノ 、、1一 と して了承されました 。
現在、研究機関の多くは 「 ド ッ ト コ ム バ ブ ル」 の終結によ る影
響を受けています。このバブルには経済的なものだけでなく 、 「ア

イ デ ア バ ブル」 も 含 まれ てい ま し た 。 べ ンチ ャ一企業か ら 、 華や
かで 、興味をそそ るが非現実的なプロポーザルが多 く あ り 、  こ れ

らの企業は青声認識を組み込んだ商品開発を間題なしとして売り

込みま した 。  しかし 、企画の多くが失敗に終わり 、資金提供元は

音声細訳技術全般への資金提供に関して懐疑的にならざるを得な

い状態となっています。音声認識および音声翻訳は今や華々しぃ

マ ル チ メ デ イ ア マ ジ ッ ク の 地 位 を 失 い 、  デモ用の音声細訳システ

ムを作ることは研究目標としては不十分になりっつあります。

C-sT A R コ ン ソー シ ア ム と し て は C-STARを含む業界全体で開発
される実世界で利用可能なァプ リ ケー シ ョ ンが技術的に成熟して

いく様子に注意深く目を向けながら 、  基礎研究の努力を続けてい

く意向です。

C-sT A R では A T R の提案に従つて、  会話表現集を基に多言語テキス  ト べー ス を構築す る こ と を決定 し ま
し た 。 こ の よ う な デ ー タベー スの構築は国際研究機関の協力によってのみ達成可能であり、 c-S T A R プ ロジ
ェ ク トは研究者達の注日を集めている とい う特徴を活かして 、  c-sT A R の メ ン バ ーはこの分野での技術車新
の リ ー ダーである こ と を強調してい く構えです 。

A T R は初めに英語と日本語の対訳のセッ ト を C-S T A Rに提供します。他の研究機関はこの文章セッ トの
自国語への細訳、新たな文の追加等を極力一環的に行うことになりました。  また A T Rはこの活動をコーデ

ィ ネー ト す る事務局の役割も果たすこ と とな り ま した 。

C-STARl11のパー ト ナー メ ン パー

音声翻訳に関する国際研究コン ソーシァム C-STARI I I
2 0 0 2 年 3 月 1 2 日 ̃ 1 4 日 、  C-STAR川 (Consortium for Speech Translation Advanced
Re s e a r c h l l l )国際会議が中国の桂林で開催されました。会議は2部構成で、正会員 ( パー

ト ナー メ ン バー ) に よ る C-STARl l lの将来の活動についてのミ ーテ ィ ン グ と 、  現在の研究
成果を報告するワー クシ ョ ップが行われました。  ワー クショップには多くの中国人研究者

も参加し 、研究成果が活発に述ぺられました。

C-S T A Rで構築された技術を基礎と  した携帯電
話による音声翻訳のデモを行うET R 1のL e e氏

と中国科学院のZong氏

C-S TARの新会長、
lTC- lRSTのLazzari氏

C-S T A Rの準会員と  して新たにCap lnfio社 (中国 ) 、 P,-osod ie社
( フ ラ ン ス ) 、  お よ び1BMが認められました 。

北京市と電気通信業界によって設立されたCaplnfo社のZ i x i n氏
は 2 0 0 8 年 に北京で行われるオ リ ン ピ ッ ク に向けた 「ネ ッ ト ヮ ー
ク に基づ く情報システム 」 への戦略を紹介しました 。  このシス

テムは政府機関からの情報を数多くの言語で提供する音声対話

システムで、  P D Aや携帯電話からアクセス可能です。

計画によれば 2 0 0 4 年に このシ ステムの最初のデモを行 う こ と

になっています 。  zi x i n氏はC-sTARm コ ン ソ ー シアムの協力を
求め、  c-sT A Rmの参加研究機関によって開発された要素技術の
重要性を強調しました。  (第一研究室Ra ine rGruhn )
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研究所だより

〇 ェイ ・ テ ィ,j アール環境適応通信研究所

適応コミュニケーショ  ン通信研究所では、 多様化する通信環境に対して、  基地局のような

インフラを必要とせず、  マルチホップ通信により通信エ リアを拡大できる自律分散型無線
ネ ッ  ト ワー クの研究に取り組んでいます。  この中で、  第四研究室では、  光を伝送媒体とし

た次世代の大容量化を目指して、 光無線リンク技術とマイクロデバイスの研究に取り組ん

でいます。  こ こでは、  それらの研究について紹介します。

光無線 リ  ンク技術の研究

将来の P D A やパ ソ コ ンなどの情報端末には 、光

に よ る 無線通信機能 も 標準装備 さ れ る こ と を 想定

し、  安価な情報端末に光無線 リ ン ク機能を搭載す

るための基盤要素技術を、  物 理 層 か ら ア プ リ ケー

シ ョン層にわた り総合的に検討しています。

物理層の研究では、  光 ビー ムの遮断に よ る通信

途組に強い ロバ ス  トで使いやすぃ光無線方式情報

端 末 の プ ロ ト タ イ プ と し て 、 適 応 型 光 無 線 リ ン ク

モジュー ルSW〇RM ( S m a r t  Wireless 〇pt ica lRelay

Modu l e )  を試作しました。  S W〇 R Mは 、安価な赤

外 フ ォ ト ダ イ オ ー ド と 発 光 ダ イ オ ー ド で 構成 さ れ

た光入出力ポー ト を 3 対備えてい ます 。  光ビー ム

の遮断が発生した場合には、  ポー ト を自動的に切

り 替 え る と ぃ う 制 御 法 に よ っ て リ ン ク を 維 持 し 、

赤外光信号を中継します。  これまでに 、  I r D Aプロ

ト コルで 6ホップ、 2 0 m までの中継を実現しました。

また 、  ア プ リ ケ ー シ ョ ン層の研究 と し ては 、  タ グ

情 報 に 基 づ い て メ ッ セー ジの転送先を自動的に決

SW〇RM

マ イ クロデバイスの研究
小 型 光 無 線 リ ン ク 用 の マ イ ク ロ デ バ イ ス は 、 光

ビー ムの出射または受光方向を的確に制御して常

に 安 定 な リ ン ク を 維 持 す る 機 能 と 、  ア イ セー フ と

言われる目に安全な1 . 5 µ m程度の波長を使えるこ

とが必要です。  また 、  安価な情報端末に搭載する

ため低価格であ る こ と も重要な要素です 。  こ の よ

う な 要 件 か ら 、 基 本 材 料 系 と し て ガ リ ゥ ム 社ヒ素
(G aAs )  系化合物半導体を用い、  具体的なデバイ

ス と し て 発 光 ・ 受 光 デ バ イ ス な ら び に マ イ ク ロ ミ

ラ ーの研究を進めています。

横型接合面発光レーザ

次世代光無線リ  ンク用マイクロデバイスを目指して

め る 適 応 型通信 ソ フ  ト ゥ ェ

アAMR P ( A d a p t i v e  Message

Relay Protoco1) を開発しま

した 。今後は、  sw〇 R M と
A M R P に よ る 実 験 と シ ミ ュ

レー シ ョ ン の 両 面 か ら 、  光

無 線 リ ン ク と マ イ ク ロ デ バ

イ ス に要求 さ れ る 機能 を明

らかにして行く予定です。

発光 ・ 受光デバ イ

ス と し て は 、 A T R で

培つた横型接合技術

を用いた面発光 レ ー

ザ 、  端面発光レーザ 、

発 光 ダ イ オ ー ド お よ

び 光 デ イ テ ク を 試 作

しま した。  基板に垂直なp n接合面を有する横型接
合は、  簡単なプロセスで高性能デバイスが作製で

き、  アレ イ化や集積化が容易なプレーナ型構造を

有しています。

マ イ ク ロ ミ ラ ー と し て は 、 鏡 を 直角に組み合わ

せた構造で、光を入射してきた方向に反射するレ

ト ロ リ フ レ ク タ を 試作 し ま し た 。

こ の よ つ な 3 ・111l1:フl:微 細
構造を作製するため、  最

近 A T R で 考 案 し た マ イ

ク ロ オ リ ガ ミ 技 術 を 利 用

し ま し た 。 マ イ ク ロ オ リ

ガ ミ は 、 異 な る 半導体薄

膜間に働く歪応力を利用

し て 、 新- り 紙 を 折 る よ う
に 半 導 体 薄 膜 を 折 り 曲

レ ト ロ リ フ レ ク タ

げ 、  3 次元微細構造を作製する技術です。  M E Ms
(Micro Electro-MechanicalSystem) と言われる微小
機械技術の一種ですが、 簡単なプロセスで3次元構

造を作製で き る こ と が特徴で 、 半導体作製の基本

技術に育つ可能性があります。  レ ト ロ リ フ レ ク 夕

の 試 作 に 続 き 、 山 折 り と 谷 折 り を 併 用 す る こ と に

よる複雑な3次元微細構造の作製法と、  静電力など

を利用する駆動機構の検討を進めています。  今後、

A T R 独 自 の横型接合 と マ イ ク ロ オ リ ガ ミ を 活用 し

て 、 受 光 ・ 発 光 デ バ イ ス と マ イ ク ロ ミ ラ ー を集積

し、 光ビー ムの出射方向や受光感度の指向性を制

御できるマイクロデバイスの試作を行う予定です。

GaA s系材料は、 安価でプロセス技術が成熱して

いますが 、発光波長が 0.8µ m程度であるため 、  ア

イ セー フ条件を満た し ません 。 そ こ で 、 長波長化

が可能な自己形成インジウム社ヒ素 量 子 ド ッ ト の 成
長実験を進めてきました 。  こ れ ま で に 、 発 光 波 長

1µ m 以上の量子 ド ッ ト を高密度に成長する こ と に

成功し ま し た 。今後 、更な る長波長化に向けて研

究 を 進 め 、 マ イ ク ロ デ バ イ ス の ア イ セー フ化 を目

指します。

ま た 、 量子 ヵ オ ス をデバ イ スに応用す る研究か

ら 、従来の動作原理では不可能な 、  ミ ク ロ 構 造 半

導体のカオス拡散現象を利用した負性抵抗デバイ

ス と 、 豊 か な発振モー ド を 持 つ マ イ ク ロ デ イ ス ク

レー ザ の 可能性 を 見 出 し ま し た 。 両 デ バ イ ス と も

試作を行い 、  理論の正しさを裏付ける実験結果を

得 る こ と が で き ま し た 。 特 に 、 マ イ ク ロ デ ィ ス ク

レーザは光ビー ムの出射方向を平面内で任意に制

御 す る こ と が 可 能 で あ り 、 新 し ぃ夕イプの光無線

リ ン クデバイ ス と し て今後の進展が期待されます 。
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〇 〇

研究所だより
〇 工 イ ・ テ ィ ー アー

1- ル人間情報科学研究所

コ ミ ュニケーション創発機構の研究

人間情報コ ミュニケーションの研究の一 環 と し て 、  情報学的な視点から コミュニケーショ
ンの新たな可能性を深る コ ミ ュニケー ション創発機構の研究を進めています。 コミュニケ
ー ションという行為の基にある人間の本能的な習性に働きかけ自発的な情報発信を促す仕

掛けづく り 、情報間の関係性を自律的に創発 (発生 ・変化 ・発達 )  させ る仕掛けづ く り の

創出を目指しています。  こ こでは研究トピ ッ クスのい くっかを紹介します。

圈情報の自己触媒機構

人間の本能的な習性に働きかけ自発的な情報発

信 を 促 す た め の ひ と っの視点は、  人間の想像力

( イ マジネー シ ョ ン ) や 創造性を刺激 し 、 人々の自

発的行為 と し て の 自己表現や創造 ( ク リ ェー シ ョ

ン)  を可能かっ容易にする こ とです 。そのために

コ ン ピ ュ一夕に自律性 ( 自 ら判断す る能力 )  と 創

造性 ( 自 ら 情報 を生み能力 )  を 付 与 す る こ と を 考

え 、提案した概念が進化システムです。  ソ フ ト ゥ

ェア進化やハー ド ウ ェ ア進化が代表的な研究 ト ピ

ッ ク で す が 、  こ こ で は進化 シ ス テ ム に基づ く 関係

性創発機構のひ と っ と し て進めてい る 、情報の自

己触媒機構 (自動編集機構)  の研究にっい て 紹 介

します。

この研究は情報が情報を呼び、  情報同士が反応

して、  ある種の構造を自動的に形成する仕掛けづ

く り を 目指す も のです 。 ひ と っ の視点 と し て 、 関

係性の創発を促す情報学的な構造としての日本文

化に着目 し てい ます 。例 えば 、人間は 、  自分の行

為の意味や価値を特定する情報を他者との関わ り

の中に探 り な が ら 自 ら の行為 を調整 し て い ま す 。

そ の よ う な 関 わ り を 情 報 構造 と し て 「型」 化 ( ア
一 キ 夕 イ プ 化 ) す る こ と に よ り 相 互 理 解 と 情 報 共

有を効率化し、  さ ら に は 、 「型」 の使い方を習熟す
る こ と に よ り 内面の充実化を図 る仕組みが日本文

化であ る と 提 え てい ます 。  この研究では、  情報学

的な視点から日本文化の持つ関係性創発機構とし

ての情報構造  (「型」) を モ デル化 し 、  ヒ ュ ー マ
ン ・ シ ス テ ム ・ イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン 機 構 と し て 具 現

化するこ と を目指します 。

圈人工情動機構

人間とコンピュ一夕が相互作用を通じて多様な

関係性 とその意味を相互に見出すこ と がで き る創

発機構の創出を日指すのが人工情動機構の研究で

す。 こ こ で は “ 他 と の 関係性の中で生ず る価値観

および評価機構”  を 「情動」 と 提 え 、 そ の よ う な
価値観および評価機構をコンピュ一夕自身が内部

構造と して自律的に育む仕組みを 「人工情動」 と
定義します。

そ こで重要 とな るのは コ ン ピ ュ一夕自身が自他

を 区 別 で き る こ と で す 。  さ ら には自他の境界を自
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由にかっ複数設定できる こ とです 。  私たち人間は、

自らが置かれた状況やその時々の立場に応じて自

他の境界を自由に設定し 、使い分け る こ と がで き

ます。その自他の境界に応じた価値観 ・ 評価機構

に基づいて 、  外部からの情報を認識 ・ 解釈し 、  自

らの言動を選択 ・ 決定 し ます 。 例 えば 、 個体 と し

ての自己のみならず 、家族の 、  グルー プの 、 所属

す る組織や集団の 、 そ し て 、 国家や民族の一員 と

して自己を位置づけ、  その上でものを考え、  発言

し、 行動し 、  その意味や効果をその位置づけに応

じた価値観で評価します。  個体 と し ての内側に客

体化した自己をっ く り だ し 、  自らの言動を反省し

た り し ま す 。 個体 と し ての価値観 と組識の一員 と

しての価値観の違いから葛藤することもあ ります。

この研究では、  コンピュ一夕自身が自他を区別

し、  自他の境界を動的に設定する こ と がで き る自

他境界の動的設定機構と創発的な関係性の意味づ

けの違い  ( 例 えば 、喜怒哀楽など )  か ら 構 成 さ れ

る価値観空間を自他の境界に応じて形成 ・ 発達さ

せる価値観 ・ 評価機構の創出を日指します。

富社会情報学と  しての社会ダイナミ  クス機構

こ の研究では 、人問が営む経済 ・ 社会活動を自

然現象 と 提 え 、 経 済 ・ 社 会 ダ イ ナ ミ ク ス を 創 発 さ

せ る 情 報構造 を モ デ ル化 し 、 そ の ダ イ ナ ミ ク ス を

予測 ・ 制御する こ と の可能性を探 り ます 。具体的

には 、 集団系をマルチェー ジ ェ ン ト シ ス テ ム と し

てモデル化し 、  相互作用による役割分担と階層構

造の形成を可能とする組識学習モデルを研究しま

す。 ま た 、 進 化 シ ス テ ム と ネ ッ ト ワ ー ク 解 ;析モデ

ル ( S m a 1 1 W o r l d  N e t w o r k  M o d e 1や S c a l e - f r ee
Network  Mode1) を組み合わせて集団系の情報構造

の 成 長 ・ 発達 ・ 衰退プ ロセ ス を同定する進化型ネ

ッ ト ワー ク解析手法を構築します。

特 に 、 進 化 型 ネ ッ ト ワー ク解析手法に関しては、

遺伝子系 ・ 神経系 ・ 代謝系 ・ 免疫系どの生物的ネ

ッ ト ワー クから社会的生物集団やWo r l d-Wide Web
ネ ッ ト ワ ー ク までを含む大規模かっ自然なネ ッ ト

ワ ー ク を対象に 、  それらに共通する自律的な自己

組織化機構や自己維持 ・ 適応機構および統一体と

して機能する調整機構を解明するための研究も併

行して行います。



〇
しJ

研究所だより
〇 ェイ ・ ティー; アールメディア情報科学研究所

J

R〇B〇DExは世界初のパ ー ソ ナ ル ロ ボ ッ  トの大規模博覧会
と し て 2 0 0 0 年 に 第 1 回 の 開 催 が 行 わ れ た 展 示 会 で 、

R〇B〇DEx2 0 0 2 は今回で 2回目 とな り ます 。前回に引き続
き多 く の企業 、研究機関 、大学が 、 2 足歩行ロボ ッ ト 、 エ ン

夕 一 テ イ メ ン ト ロ ボ ッ ト や 警 備 ロ ボ ッ ト と ぃ っ た 様 々 な 人

間共存型ロボ ッ ト を出展 し ま し た 。

メ デ イ ア情報科学研究所か らは上半身人型のコ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ロボ ッ ト R o b o v i e  I / I I / I I Iを出展しました。 こ れ ら の

Ro b o v i eシリ ー ズは、 人間との自然なコ ミ ュ ニケー シ ョ ン を

実現するために人間の視覚 ・ l確覚 ・ 触覚に該当する外界セ

ン サ と 、  多 く の 可 動 関 節 で 構 成 さ れ て い ま す 。  そ し て 、

R o b o v i eは自律的に周囲の状況に応じて音声やゼスチャによ

っ て 、 握 手 、  じ ゃ ん け ん 、  だ っ こ 、  と い っ た コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョンを人間に求めます。  さらに、最近開発されたR o b o v i e

m は、月要に3つの自由度が追加され、倒立振子制御により 2
輪でバ ラ ン ス を と っ て 移動 し ま す 。

R o b o v i e は 、 2 足 歩 行 ロ ボ ッ ト や 警 備 ロ ボ ッ ト と と も に

R〇B〇DEXパレー ド に 参加 し 、 移 動機能や コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ン機能を被露しま した 。  ま た 、 A T R ブー ス において も研

究内容のパネル展示とともに R o b o v i e とのコ ミ ュニケー シ ョ

ン体験コーナー を設けました 。  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン体験 コ

ー ナーは常に多 く の 人 に取 り 囲 ま れ 、  人気を集めました 。

R o b o v i eはこれまでにもR〇B〇DEX 2 0 0 0など多数の展示会

に出典しているこ と もあって 、 R o b o v i e の姿を見かける と子

供 た ち が 「ロ ボ ビー だ ̃」 とぃって15区け寄つて く る場面も
時々見かけられま  した。

R〇B〇DEX2002にRobovie (ロボビー ) を出展

A T R メデ ィア情報科学研究所は、  3 月 2 8 日から 3 1  日にかけて神奈川県横浜市のパシフィ

コ横浜で行われたパー ソナル口ポットの展示会“R〇B〇DEX2002”にRobov i e l / l 1/ l l lを出
展しました。会期中の来場者は6万人を越え、多くの来場者が実際にRob o v l eとのコ ミ ュ

ニケーションを体験しました。
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か ら

1 4年度の開発セン夕は、  關う A T Rの先鋭隊として 、  よ り ァ ク テ ィ ブ に 社外への発信を行つていきます。

そのために、  第一四半期を目途に、  K Tc制度化で獲得した技術をもう一度見直し、  事業性の観点から再
評価を行います。  その結果を開発センタWEB等の手段でメニュ一化を行います。

また、新しぃ T A〇制度での研究成果を皆様にお知らせするため、研究者と連携して正確で、わかりゃす

い情報をお伝えでき る よ う に し ます 。

1 4年度の開発セン夕の基本柱は次の3点です。

1. 成果展開と事業開発の推進

2 .  パー ト ナ 制 度 ・ 公 募への協力
3 .  外部研究機関の開発受託

e成果展開と事業開発の推進
( 1 ) 青声関連事業

音声関連自主事業のマー ケ ッ ト 絞込みを徹底 し て行い 、  以下の方針に基づき、  よ り 収 益 を 得 ら れ る 分

野 に フ ォ ー カスした開発を展開します。

〇 リ ピ一夕ビ リ テ ィの高い案件を確立する  ( S DKの販売、特定分野への集中)

〇sI ベ ン ダ と の パー ト ナシ ップによ る営業コス トの低減
〇パー トナ企業との関係強化

( 2 ) 顔画像関連

顔画像処理技術では 、昨年き ら ら博にて好評をいただぃたェ ン夕一テイメントを延イ申し事業化に向け
た活動を進めていきます。

(3 )  音声 D B  ・ 研 究 用 ソ フ ト ゥ ェ ア

音声D B及び研究用ソフ ト ゥ ェアは継続して販売を行い、  青声D Bにっいては国際販売を積極化する。

(4) 新規成果展開候補の開拓 ・ プロモー シ ョ ン

新しぃ成果展開候補を開拓し、  プロモー シ ョンを進めていきます 。

eパー トナ制度 ・公募等への協力
開発セン夕はA T Rの T L〇 と しての役割をよ り強 く求められています。  このため当面公募に関する知識の

獲得およびパー トナ制度の具現化のため以下を実施していきます。

〇各種公募にチ ャ レ ン ジ し てい く こ と に よ り そ の ノ ウ ハ ウ を吸収す る

〇 マ ル チ ク ラ イ ァ ン ト 型 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 青 声 認 識 ・ 合成の研究開発にっい て 、 音声言語

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究所 と連携して 、取 り組みを行 う 。

e外部研究機関か らの開発受託
開発センタが培つてきた技術を も とに 、お客様の依頼に応じてカス夕マイズ し ます 。  さ ら に 使 つ て い た

だける技術に昇華させていきたいと考えています。

開発セン夕への間い合わせはvo i c e@red .a t r . co . j pで受け付けています。

皆様のご意見をお待ちしております。
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Let te r s  f r om  Alumn i

戻つてみたらそこは独立行政法人

独立行政法人 通信総合研究所 企画部 企画室 主任研究員

(前ATR環境適応通信研究所第一研究室主任研究員)

行田  弘一

1 9 9 7年 4月から 2 0 0 1年 3月まで、  AT R環境適応通信研究所にお世話になり  ま した。 出向当初は試行錯誤

の日々でしたが、上司や同僚に恵まれ、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー ク に関す る研究を楽 し く ゃ らせていただ き

ました。  また研究以外の面でも、  レ ク リ ェー シ ョ ン の ソ フ ト ボー ル等でそれまでと違つた自分自身の一面
を見つけるこ とができて楽し ぃ日々を送らせていただきました 。情しむら くは元来の引つ込み思案のせぃ

で研究所の名に反し、  環境に適応するのに少々時間がかかってしまったのが今となればもったいな く思い

ます。

と こ ろ で 、  私が出向している間に行政改革とやらで通信総合研究所  (cRL )  は独立行政法人になるこ とが
決定し、横目でチラチラ経緯を眺めてはおりましたが、私が復帰したその日、 2 0 0 1 年 4月 1日がまさに独立

行政法人CR Lのスタ ー ト の目であ り ま し た 。  と同時に、復帰先は研究現場ではなく、企画部企画室。私の

担当は主に予算確保と研究評価ですが、  実際はそれらに加えて霞ヶ関方面からの様々な間い合わせの窓口

業務や、研究現場の様々な問題の調整などもあ り 、  い わ ば 「何 で も 屋」 的 な セ ク シ ョ ン 、  と ぃ う こ と で 、
当初所内で顔見知りの人に会うごとに、 「どこに戻つたの ? 」  と聞かれて 「企画です」 と答える と相手は一
瞬気の毒そうな目をした後、  「それはご苦労さまです」 と言葉を返してくれるのでした。
実際 、特に霞 ヶ関方面 と のや り と り は それ まで も し ば しば経験者か ら噂に聞いてはお り ま し た が 、 体験

し てみる と研究者に とっては一種のカルチャ ー シ ョ ッ ク と も 言 え る も の で し た 。 時 間 に 関 し て も 霞 ヶ 関 の

現地時間 ( ? )  が適用され、家に帰ると妻子の寝顔しか見られず、一人寂し く電子レンジ経由の夕食を摂

る日々が続く こ と も しばしば 、 、 、おまけに独立行政法人ス夕一 ト後はそれまで移行のために企画に注がれ

て い た ヒ ューマ ン リ ソー スは削られてしま ぃ 、それでも も う所内の制度は全部整備済みだから大丈夫と思

っていたら実際は、 、 、  っ て な こ と も あ り ま し て 、  なかなかにハー ド な日々を送つてお り ます 。 それで も 、

こ の セ ク シ ョ ン で は 、 研究現場にい た の では見 る こ と の で き な か っ た 、 研 究所が ど う ゃ っ て 運営 さ れ て い

るのか 、  そ の 舞 台 裏 が ( 嫌 で も ) 全 部 見 え て し ま う の と 、  それまでの国研時代に比べて、  い ろ い ろ な 面 で

大 き く 変 わ っ た と こ ろ が 多 い の で 、  システム的に興味深いものがあります。それまでの関数電卓を 1 2桁の

電卓に持ちかえ、  「切 り 分 け」 や 「シ ョ ー ト ノ ーテ ィ ス」 に 苦 し め ら れ た 1 年 を も う す ぐ 終 わ ろ う と し て お
り ま す が 、 感 慨 に ふ け る 暇 も な く 、 新 た な 局 面 が 待 つ て い る よ う で 、 何 と も は や 先 が 見 え な い 今 日 こ の ご

ろです。一応任期はあるよ うなのですが、果たしてこんな生活をした後で研究現場に戻れるのだろ うか 、 、 、

と い う 不 安 も あ り ま す 。  ま 、 悩 ん だ と こ ろ で 仕方 な い面 も あ る の で 、 割 り 切 つ て 職務に邁進す る こ と に し

ています。

さ て 、 A T R も ぃ ろ い ろ な 風 向 き に よ っ て 新 た な 局面 を 迎 え て い る よ う で す が 、  そんな時でも研究は大事

なェ ンジンです。  研究者の皆さんはまずは自分の研究を推進することが第一です  ( つ て 僕 が今 さ ら 言 う ま

でもないですね ) 。  と同時に 、  その研究の成果が、将来的に社会にどのよ うに役立つものになるのか、  を常

に イ メ ー ジす る こ と も 重要ではないか と思い ます ( つ て こ れ も僕が今 さ ら 言 う ま で も な いですね ) 。 先 の見

えない時代ではあ り ますが 、  そ ん な中で も A T R と cRL、  お互い切磋琢磨し、  ま た コ ラ ボ レー シ ョ ン を 通 じ
て素晴らし ぃ研究成果を世の中に出してゆきま し ょ う 。

ご存知の通り 、 A T Rのビルの 1階にはC R Lけぃはんな情報通信融合研究センタ ーがあ ります 。出向元で

あ り な が ら 在籍中にはあ ま り 行 く こ と の な か っ た こ の場所に 、 現在は cR L の人間と して訪れる機会があ り
ます 。残念なが ら 、 感傷に浸 る間 も な く 会議室に缶詰めになってい る こ と が多いのですが 、 それで も 、  な

るべ く 時間を作つてビル内を ゥ ロ ウ ロ し よ う と 思い ますので 、  も し見かけたら気軽に声をかけて くだ さい。

それでは。
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平成13年度ATR研究発表会を開催

2 月  1 4日、  15日の両日、 研究発表会を開催し、 ATR各研究所の最新の研究動向および成果

を紹介しました 。  当日は多数のぉ客様のご来場を賜りご好評をいただきました。

今回の石Jl -究発表会は平成 l 4 年 2 l j 1 4 1 1 ・ 1 5日の 2 li間、 厳冬の系iし く 中開
性する こ と がで き ま し た 。

例年であれば、 ・i13:イ l-1 11 J j _ 1 -,句に開イ従するところであ りますが、本年は 9
月末にKTc制度の終息、 10 J」より新石J1-究開発体制発是とイiJ1:究 1'1全i111,'のた
めTA〇への応 ,i it提案等の業務が.重なったため発表会開能時期を変更しまし

た。

今回の発表会では、  新イ1111-究開発l - l 標および成果等にっい て 、  1 0月に発是

したばかりの新イ11f1 究 所 ( 青11, l i l:f i コ ミ ュニケ ー ションイlJf究所 ・ 通応 コ ミ ュ
ニ ケー ションイ1111-究所 ・ 人間 ,l lli 1 l11科学石J1-究所 ・ メ デ ィ ア 1 1'11i1111l1:l 学イl11 -究所)  と 2
つのセン タ  ( 開 発 セ ン 夕 ・ 11111活 動 イ メ ー ジ ン グ セ ン タ )  か ら 6 1 件 の ポ ス タ

ーセ ッ シ ョ ン と テ、モにより約1 , 1 0 0名の来場者に技 i客することができました。

なお、平成14年度のイ111 1 -究発表会 ( A T R ;llJ 究発表会2 0 0 2 )にっ き ま しては 、
1 l 月 7 日 , 8日に開性を子定しております。

ATR科学技術セミナーの開催状況

第 9 1回 2 0 0 1 年 1 1 月 2 9 日  (人間情報科学シリ ーズ 第 3 回 )

ボ イ ス メ ールの領域における、音の閒覧 ・検索システム  ジ ュ リ ァ ・ ヒ ル シ ュ バーグ(AT&T )

第91  回 A T R科学技術セ  ミ ナーは 、  A T & T研究所のヒルシュバー グ t l1111士をお
招 き し 、  音声情報を含む大量の情報の検索システムである、  SCANMai1にっい

てご講演いただきました 。

ヒ ルシ ュバー グ 1111士は 、話 し言葉の生成 と理解に関 し て 、 特に 、  イ ン ト ネ

ー シ ョン と談話構造の役割に着目した研究を進めていらっし ゃいます 。  また、

博士は、 1 9 9 3年以後Compu t a t i o n a l L i n g u i s t i c sの編集長であるとともに、 1994

年以後は全米人工知能学会フェローでもあ ります 。

近年、  ボ イ ス メ ー ルなどの個人デ一夕 、顧客情報などの業務デ一夕 、放送

などの公共デ一夕と ぃった 、大量の音声デ一夕を利用可能ですが 、  そ れ ら を

関覧 ・ 検 索 す る ツ ー ルが無いために 、実際に利用するのは難し ぃ 、  と ぃ う 問

題があります。

Dr . Julia Hlrschberg

今回の講演では、  この問題への対処の試みとして、  青声の間覧 ・ 検索プロジェ ク  ト で あ る 、  SCANMa i1を

使 つ た ボ イ ス メ ール検索システムが紹介されました。  S C A N M a i 1 は 、 テ キ ス ト に よ る検索 とほぼ同様に 、音

声 デー タ の検索を行 う ための 、  自動青声認識、  情報検索、  情報抽出の技術を組み合わせたシステムです。

scA N M a i 1 の能力をよ り高めるための最新の研究トピッ クスをまじえながら 、  システム構成や書き起こしテ
キ ス ト の実例など も含めて 、非常にわか り ゃす く ご説明いただ き ま し た 。
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商品としての特許の流通を目的として  「特許流通フェアー」 が1 2月 1 1日、  12日の=日間、
「マイドームおお さか」 で開催されました。  ATRも特許などの成果の展開を図るため、  こ
の特許流通フェアーに出展しました。

昨年に引き続き今年も特許流通フェアーに出展しま  した。 この特許流通フェアーは特許庁、 経済産業局

が主催者となって 、特許の流通を促進しよ う とする催しで 、今年で 5回目です。  A T R と しては 3回目の出展

と な り ま す 。

今年は次の4つのテーマを出展し、  パネル展示とパンフレッ  ト配布に加えて実演デモを行いました。

(1)  未知画像の予測手法 (FUT〇N)

( 2 ) 英語科学的学習法 ( A T R C A L L )

(3)  指向性を持つアレーア ン テ ナ装置  ( エスパアンテナ )

(4)  自然発話音合成装置 (CHATR)

今年のこのフ ェア一全体の来場者は2目間で約15 , 0 0 0人で昨
年に比べて 1割増、  特許流通に関する関心の深さがうかがえま

す。 A T R ブー スへの来場者も昨年より大幅に增え、  説明員は

技術説明や実演に追われてお り ま した 。 いずれの展示テーマ

も商品化の目処は、 コ ス ト は 、  あるいは具体的な技術内容は、

と 様々な質問を投げかけ られ 、説明員では対応し きれず 、の

ち ほ ど担当の研究者か ら 連絡 さ せ る と し て 、 お引 き 取 り 願つ

た方もおられました 。

その中で も 、  未知画像の予測手法は来場者の関心を引いて

いた模様で 、  来場者をモデル と し た予測画像をその場でプ リ

ン ト ァ ウ ト し た も の と そ の画像を取 り 込んだ F D と を お渡 し し た こ

越しにな る方 も多数お られ ま  した。 今回の出展の成果かどうかは定かではあり  ませんが、 この未知画像の

予測手法はその後、 数件の引き合いを受けており、  研究の成果展開が期待されています。

特許流通フ ェアーに出展

実演

実演

アンテナ現物展示、実演

実演

とが受けてか、  ロコ ミ で A T R ブー スへお

素井平

年 月 学 会 ・ 賞 名 等 受 賞 者 夕イ  ト ル

っnn 1 /・, / 1 1 フ ラ ン ス 国 家功労動章オ フ イ  シェ 蓮- J菌 表j1:平 テ レ コ ム 分 野 で の長年に わ た る フ ラ ン

(〇fficier de1'〇rdre Nat iona ldu Merite) スとの友好的関係への貢献

2 0 0 2 / 3 / 2 5
財団法人 電気通信普及財団
第 1 7 回電気通信普及財団賞 ( テ レ コ
ムシステム技術賞 )

池原 悟

宮崎  正弘

白井  論

横尾  昭男

中岩  浩已

小倉健太郎

大山 芳史

林 良彦

日本語語彙体系

(岩波書店 1999/9刊)

2 0 0 2 / 3 / 2 8
社団法人電子情報通信学会

平成13年度学術奨励賞
堀沢  伸五 l 無 線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お け る
出1、 ロ l ア ダ プ テ ィ ブ M Ac方式の提案

※詳細にっいてはhttp://www.atr.co.jp1Journa1/index.htm1 を参照願います。
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一、., 外部発表状況。テクニカルレポa ト、・ 一一 一?

平成12年1 0月以降の学術論文 ・ 学会発表等一覧 ( ただし、  一部 A T R ジ ャ ーナル41号以前の掲載もれを含む)  にっき

ましてはwe b上に掲i成しております。
また 、 A T R グループでは、社内研究資料としてテクニカルレポー ト を作成し 、有料で公開しております。平成1 3年 1 1
月以降公開となったものは以下のとおりです。すでに公開済みとなっているもののリス トはW e b上に掲載しております。

外部発表状況 ・ テ ク ニ カル レポー ト と も以下のU R Lからご参照できます。

URL  http://www.atr.co.jp/journal/index.html

なお、  テ クニカルレポー ト に関する御質間ならびにご希望にっきましては以下の連絡窓口へお間い合わせ願います。

富 適 応コ ミ ュニケー ション研究所 電話 : (0774) 951501 E-mai1 : kikaku@mic.atr.co.1p

N0 .

タ イ ト ル

Study on Communication CoordinationACR-0003

富人間情報科学研究所 電話 : (0774) 952641 E-mai l : his-plan@atr.co.j p

N0 .

タ イ ト ル

Database of 3D Face Scans:Analysis and Results

Transformes Auditory Feedback:The co11ection of Data from1993.12by a New Set of Analysis Procedures

Analysis of Talking Faces : Tools for Filtering and Feature Tracking

HIS-0002
HIS-0003
HIS-0004

富音声言語コ ミュニケー ション研究所  電話 : (0774)

E メデ ィア情報科学研究所  電話 : (0774)

上記2研究所で、  今 [国公開となったものはごさいません。

富 (株 )  ATR環境適応通信研究所

951301  E-mai1 : slt-kikaku@slt .atr.co.jp
951401 E-mai l : kikaku@mis.atr.co.jp

電話 : (0774) 951501 E-mai l : t_report@acr.atr.co.j p

N0 .

タ イ ト ル

AC-0013
AC-0024
AC-0060

Experimenta10bservations of Dynamics Properties in ExtemalCavity Semiconductor Laser with Multi-Mode Osci11atiol
時間及び空間に広がりを有するマルチパス波の最適合成に関する理論的考察

高次元アルゴリズムによる0-1整数変数を含む系の最適化

富 (株 ) A T R知能映像通信研究所  電話 : (0774)

E ( 株 ) A T R音声言語通信研究所  電話 : (0774)

富 (株 ) A T R音声翻訳通信研究所  電話 : (0774)

富 (株 ) A T R人間情報通信研究所  電話 : (0774)

上記4研究所で、  今回公開となったものはござぃません。
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951162

951162
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所員往来

平成 1 4 年 1 月 1 日 よ り 、  3月3 1日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月目 ATR所属 氏 名 出 向 元 等

H14.1.1 l ( 音 )第三研究室研究員 I Andrew Finch l イ ギ リ ス

H14.3.1 l (適 )第三研究室研究員 I EddyTai1lefer フ ラ ン ス

H14.3.1 l ( 国 ) 総 務部担当課長  l 水神泰正 近幾日本鉄道

退職年月 日

H14.2.21

H14.2.21

転 出 先 氏 名 A T R所属

オー ス ト ラ リ ァ

Ha11ym University

Ringo Wathelet

Lee Seon-Woo
( 音 )第三研究室

( メ ) 第一研究室
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S P M  Short Course2002 i n  Japan

機能的磁気共鳴画像法 ( f M R I )  ゃ ポ ジ ト ロ ン ・ エ ミ ッ シ ョ ン ・ ト モ グ ラ フ ィ ー (PET)  を使つた月凶機能

研究における分析プログラムSPM(S t a t i s t i c a l P a r ame t r i c  Mapping) の講習会を5月2 9日 ̃ 3 1 日 、 弊 社 に て

開催いたします。

間合先  T e 1 ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 1 (担当 : 内田)、F a x ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 2 8 1
E-mai1 : spm@baic .j p 、 U R L : http://www.baic.jp/spm2002/
詳細にっいては A T R ジ ャーナル4 6号2 2ぺー ジをご参照願います。

編集後記

例年 よ り 早 い 開花 の た よ り を 聞 き な が ら 、  ふ と半年前 を思い出す と 、  平成 1 3

年 9 月末 を も っ て K Tc制度が終息、  1 0 月 か ら新社長の も と で新生 A T R が始 り 、
各研究所等は新たな研究目標の設定、  競争的研究資金獲得を得るためTA〇制度

への提案応募のため奔走していたことを思い返します。

これからは各研究所の研究成果が、  この桜の花の如く花開き、又、新緑に生え

る若葉の如く発展 ・ 成 長 す る こ と を 念 じ る と と も に 、 多 く の 企 業 ・ 読者の皆様方

に本誌を通じて伝える こ とができれば と思つています 。

( 企画部辻村富厚 )

ATR J o u r n a 1第47号 2 0 0 2年 5月 1日発行

e発 行 ・ 編 集

e製
e定
作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒619-0288

京都府相楽郡精華町光台二丁目2番地2

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 ( 大代表 )

学会セン タ一関西

8 0 0円 (消費税込み )

こl1111 , 1tを こ 一?,望1の方は、  (野 )  l 1本字会事ii?セ ン タ ー o-publ@bca・1f o r l pへお l 11 ;,人み 下 さ い。
本記1記:1iの f器1-1新申i1 11111を禁じます。
〇2002 (株 )  国際電気通信;1,.:lt1 111i術ll11究所



国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国際電気通信基礎技術研究所は電気通信分野に

おける基礎的 ・ 独創的研究の一大111111,点 と し て 内外
に 開 か れ た 研 究 所 を 設 立 す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官の幅広いご支援をぃただき 1 9 8 6 年 3月に設

立いたしました 。

大阪市内での 3年間の暫定研究所を経て、  1989

年 4月関西文化学術研究都市の中核的施設として

本研究所を開所いたしました。

発足以来、基盤技術研究促進センタ ー ( K Tc) お
よび多くの民間企業から各研究開発会社への出資

に支えられて研究活動を行つてきました。

2 0 0 1年度下期からは通信 ・放送機構 ( T A 〇 ) に新

設された通信 ・放送基盤技術に関する試験研究の促

進制度に基づく委託研究等により研究資金を得て、

2 1世紀を拓く電気通信分野の基礎的独創的研究開

発を積極的に推進しています。

民
間
企
業
等

一'-- l一一一表
論

一一発

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

お役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充していきますので、  皆様のァ クセスをお待ちしてお り ます 。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@Gtr,atr.co.jp

口送付先変更連絡

口研究用ソフトウェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

ーフ リ ' -1'

お 名 前

送 り 先

口人事異動

口住所変更

口その他
付

会 社 名

部 署 名先

役 職 名

Te1/Fax

E-maii

ご意見ご要望

1,1l1にこ.i人の1- 、 FAX'1でこ ' ,・111、さい
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